
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県大和警察署協議会

日 時 令和５年11月２日（木）午後２時から午後４時15分までの間

場 所 神奈川県大和警察署

１ 警察署協議会側

小川輝夫、出口けい子、草野宏司、片山武蔵、岡田孝子、斎藤晴紀、高橋敬子、

石原幸美、菊地惠子、森吉輝 計11人

出 席 者
２ 警 察 署 側

署長 神田一穂、副署長 遠藤克也、会計担当次長 渡 正孝、

生活安全担当次長 齊藤雅敏、刑事担当次長 山﨑謙治、地域担当次長 小山忠克、

調査官 横山貴之、留置管理課長 大日方恭子、生活安全第一課長 佐々木邦夫、

生活安全第二課長 猿木秀和、刑事第一課長 半谷正和、刑事第二課長 田中政光、

交通第二課長 野﨑優、警備課長 小田健典 計14人

警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

「風水害対策」について

１ 答申

・ 行政との連携強化

・ 行政を含む各協定及びその役割の明確化

２ 措置結果

・ 関係機関らとともに防災会議を実施した。同会議では、防災計画の作成や各市長から

の諮問に応じた防災に関する重要事項の審議等を行っている。

・ 11月に行われる行政機関主催の防災フェスタに当署も参加し、神奈川県警察機動隊特殊

車両や災害装備資機材の展示のブースを設置し、防災についての声掛け等を行う予定である。

議事要旨 ・ 行政機関とともに急傾斜危険地帯合同パトロールを実施した。

・ 行政機関と防災無線通話訓練を実施した。今後も定期的に訓練を行う予定である。

・ 行政機関が広報機関と締結している協定について説明した。大規模災害の発生時に、

各行政機関が提供する災害情報等を市民に向けて放送する予定である。

・ 過去の被災地で、倒壊した建物の登記や損害保険等の専門知識が必要となる相談が多数

生じたことから、行政機関と法曹関係４団体が締結した、災害時における法律相談に関す

る協定について説明した。

・ 災害発生時における主な関係機関の役割について説明した。

諮問

「薬物乱用防止方策」について

答申

１ 更なる学校等での積極的な薬物乱用防止教室の開催

２ 薬物事犯の積極的な検挙活動の推進

業務説明

前四半期（令和５年７月から９月まで）の業務推進結果と今四半期（同年10月から12月まで）

の業務推進計画について説明を行った。


